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○小中高キャリア教育合同発表会（寿都町の例） 

寿都町では、寿都町小中高連携推進委員会を設置し、本委員会の「ふるさとキャリア推進部会」が
主催となり、「寿都町小中高キャリア教育合同発表会」を実施している。 

Ⅰ 小中高連携推進委員会の構成等 

１ 設置目的 
寿都町で培った小・中・高校の連携を基盤に、家庭・学校・

地域が一丸となって、寿都町の将来を見据え、ふるさとに根
ざした、グローバル社会に対応できる人づくりを推進する。 

２ ふるさとキャリア推進部会 
(1) 主な役割等 

寿都町の良さや魅力を深く知り、地域に根ざした意欲
ある人材の育成を目指し、「総合的な学習（探究）の時間」
等において児童・生徒が主体的となる様々な活動を行い、
「小中高キャリア教育合同発表会」で成果を発表する。ま
た、「英語ふるさとアンテナショップ」を実施し、外国人
との英会話をとおして、英語の実践力、コミュニケーショ
ン能力、主体性等を身に付けることをねらう。 

(2) 主な取組 
ア 小中高キャリア教育合同発表会 
イ 英語ふるさとアンテナショップ 

 

Ⅱ 寿都町小中高キャリア教育合同発表会 

１ ねらい 
児童生徒の学ぶ力を養うために、地域の自然や歴史・文化などを学習の素材として活用し、ふ

るさとの探究活動から思考力・判断力・表現力などを育んで学力の向上を図る。 
２ 内容 

小・中・高校それぞれの１年間のキャリア教育の成果を発表するとともに、町の未来を担う世
代が寿都町のこれからについて熟議することで、地域の活性化を担う人材を育成する。 

３ 場所 
寿都町総合文化センター 

４ 参加者の概要 
寿都小学校、潮路小学校、寿都中学校、寿都高校の代表児

童生徒（約 100 名） 
５ 具体的な取組内容 
 (1) 各校種からの発表（13：25～14：25） 

潮路小学校：「寿都町周辺の自然」をテーマに、牡蠣の生態、
ブナ等の木の寿命、花や鳥の一生について、森
のきのこについて調べたことを発表。 

寿都小学校：「寿都の漁業」をテーマに、昔と今の漁獲量や
捕れる魚の種類の変化について発表。 

寿都中学校：「小樽と寿都の魅力の比較」をテーマに、小樽
にあって寿都にないもの、また小樽になくて
寿都にあるものを考え、寿都の魅力について
発表。 

寿 都 高 校：「インターンシップで学んだこと」をテーマに、
寿都町役場や町内の呉服店における職場体験
を通じて、それぞれの職場において活動した
ことや感じたことを発表。 

 (2) ワークショップ（14：25～15：10） 
テーマ「寿都町のこれからを考える」 

小・中・高校生４～５名でグループを編成し、リーダーは
高校生が務めた。まず、町の良いところと悪いところについ
て、付箋を活用して、意見を出し合った。「漁業が盛ん」「風
車がある」「海産物がおいしい」「若者が楽しめる店が少ない」
「海のごみが多い」などの意見が出され、次に、将来どのよ
うなまちに住みたいか、寿都が理想のまちに近づくために何をしたいかについて議論した。「に
ぎやかなまちにしたい」「町内のイベントを盛り上げたい」「寿都を SNS で PR したい」などの
意見があり、最後は全体会で発表した。 

 

 

 

＜連携推進委員会の委員構成＞ 

 ・教育長・教育次長 

 ・寿都小学校長 

 ・潮路小学校長 

 ・寿都中学校長 

 ・寿都高等学校長 

学力ベーシック部会 

新しい教育検討部会 

コミュニケーション推進部会 

ふるさとキャリア推進部会 

発表会の様子①小学校 

発表会の様子②高校 

ワークショップの様子 


